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(i(x)EM )i-話 諒 甲C2(x)64(x-y)･
(6-7)
によって与えられる.
ただしここまでのモデルと近似では･ 式(6-7)にpc(x)カミ入っているので･残念ながら初
期にpc(x)-0であればランダムカは働かない･つまり,完全に対称な状態からの時間発展は
存在しない事になる.しかし実際問題としては,2-ループまで考えに入れるか (図6左のグ
ラフ)･又は初めから 143-モデルを考えれば (図6左のグラフ)･初期にpc(x)=0であって
も,自発的に対称性が破れていく事になる.
$6.0..
veRHの下に凸な領域では,このモデルだけからは散逸もランダムカも存在しないが,実
際問題としては他のいろいろな場との結合によってさらに緩和していくと考えられる.
ⅤⅠⅠ.まとめ
この報告では,自発的対称性の破れがどのように進行するかを,特に空間的非一様性の
起源となる統計的揺らぎを単なる量子揺らぎと区別して取り出す方法を強調して,議論した.
以下に,この議論によって期待される相転移の進行を以下に要約する.
stagel)外界の温度や圧力の変化により,場の有効質量 m2(T,P)が負になり,不安定性が出現す
る.
stage2)この不安定性により有効作用は複素数になり,全体系の有効作用は実数の局所的有効作
用の統計的重ねあわせの形になる.その統計性は,形式的にはランダムな外場を用いて表現で
きるがその統計的性質はすべて有効作川の虚師 こよって決まっている.特に時間空目'1的に-･一様
な場に限った場合,局所的有効ポテンシャルの実WeRH(p)は･上に凸になりうる･ただし統計
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的に重ね合わされたものVeRfr(湘 常に下に凸である･一般に平均された局所的秩序変数*(x)は
常に対称状態に留まる.
stage3)初めに対称状態にあ-た局所的秩序変数p(x)lまポテンシャルVefv(p)上をランダムカを受
けながら転がり,自発的対称性の破れが進行する.
stage4)これは,ランダムカによって各空間的に独立に進行し,ランダムカが持つ相関によって,
p(x)の空間的パターンが形成されていく.この過程で,場はデコ-レンスを起こしていく.こ
のパターンが更に進行して,a)密度の揺らぎから銀河形成の種が,b)位相的欠陥から宇宙の大
局構造が,また,C)さらに大きな構造から,宇宙の多重発生の可能性が開けてくるのである.
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